
国際交流国際交流しています！しています！
ここのえ緑陽中学校ここのえ緑陽中学校

　ここのえ緑陽中学校は、令和元年度から台湾の大
だいわん

灣國民中学校、鳳
ほうざん

山國民中学校
と姉妹校提携を行っています。
　新型コロナウイルス感染症の影響で生徒の行き来ができませんでしたが、今年３年
ぶりに台湾の中学生が緑陽中を訪れました。また、１２月には緑陽中からの訪問団が
両校を訪問する予定です。

台湾の概要
　台湾は、九州の８割程度の面積に九州の１．５
倍ほどの人が住んでいます。
　気候は、梅雨などもあり日本に近い気候です
が、沖縄より南に位置しているため１年を通し
て暖かく、夏が長く冬が短いのが特徴です。
　主な産業は、世界一のシェアを誇る半導体
等のＩＴ産業が盛んで、子どものなりたい職業
としても人気が高いです。

 姉妹校提携までの経緯
　平成２９年３月に九重町は台湾の３都市に教育旅行（日本でいう修学旅行）のセールスを
行い、台湾各都市から高校の先生や教育局の職員などが本町に視察に訪れました。この頃か
ら台湾から大分県への教育旅行訪問は増えており、その中で大灣國民中学校から学校交流
の話をもらいました。
　その後、平成３０年１月には教育長や緑陽中学校校長が大灣國民中学校を訪れ、学校交
流と姉妹都市提携に向けた想いを確認、また、鳳山國民中学校からも同様の話があり、１２
月には緑陽中訪問団が両校を訪問しました。令和元年１０月には大灣國民中学校、鳳山國
民中学校両校の校長・生徒が交流に訪れ、１２月に第２回の緑陽中訪問団が現地を訪問し、
姉妹校提携の調印を行いました。
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中
学
校
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台
湾
の
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
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台
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南
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に
あ
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両
中
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立
地
し

て
い
ま
す
。
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中
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次
ぐ
３
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人
口
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お
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都
台
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は
４
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目
）、

台
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大
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貿
易
都
市
で
す
。
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▲大灣國民中学校

▶
緑
陽
中
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で
の
交
流

　新型コロナウイルス感染症流行時は、行き来が出
来なかったため、緑陽中学校からクリスマスカード
を贈ったり、大灣國民中学校、鳳山國民中学校から
旧正月を祝う「対聯」をもらったりなど交流を続け
ていました。

対
ついれん
聯とは…門の両脇に飾る伝統的な台湾の装飾で、贈ら

れたものは旧正月用で干支と縁起のよい言葉
が描かれていました。

Ｑ　
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学
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は
？
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台
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、
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６
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国
民
学
校
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日
本
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民
中
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、
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進
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っ
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。
一
方
で
、
新
学
期
は

９
月
か
ら
始
ま
り
、
６
月
に
卒
業
式
を
迎
え
る
と
い
う

日
本
と
は
違
う
特
徴
も
あ
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
台
湾
は
英
語
教
育
に
早
い
段
階
か
ら
力
を
入
れ

て
お
り
、
平
成
13
年
か
ら
小
学
校
の
必
修
科
目
と
し
て

い
ま
す
。

これまでの交流の様子
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